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点で教育の根本的構造を 「肯定的なものの援助」 と 「否定的なものに対する反作用」の矛盾的
構造 と捉え、 しかも、前者を教育における第一義的、後者を副次的な活動 と位置づけたシュラ
イエルマッハーは正 しかった と評する。「教育が、根本的に子 どもの意志を屈伏させることを
めざす時……由々しい曲解が起 こる」 と言う時、そこには、意志統制の手段 としての罰が教育
空間の中心に位置することへの危惧がある。 しか し、そうは言ってもレブ レは、「肯定的なも
のの援助」のみで教育は事足れ りとするのではない。罰の意味と機能を全 く否定する 「教育の
狂信者たち」の立場はレブレのものではない。彼 らの前提、それは 「無菌の教育的空気」と「教


















れるや、教育方法は新たなもの とな り、教育者の直接的な関与が必要 となるのである。この理
論が教育全体にまで拡大されたのはもっぱらスペンサーによる5)。」そのスペソサーの理論に
関わって、デュルケームは自然罰の難点をつ く。「自分がひ どい目にあった経験を正 しく判断
するということは、実はある一定の知的教養を身につけ、はじめてできるものである。すなわ
ち、現象と原因との間には、いかにそれが具体的なものとは言え、経験に乏 しい者にまで、一
目でそれと分かるごとき明瞭な関連性は存在 しないのである。……子 どもは経験に乏 しいため
に、 自己を正当化するような説明を事実に対 していとも容易に与えてしまう。……子 どもは、
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何か面 白くないことが少しでもあると、実際には自分自身に責任があるのに、す ぐに誰か周囲
の人のせいにして しまう。……少な くとも大まかな意味で、悪 しき行為は常に悪 しき反響を喚




1900年代新教育運動の急進的唱導者の多 くが 「罰の絶対的喪失」を布告 した。彼 らの根底に




ところで、罰の徹底はしばしばペシミスティックな人間観より生 じる。 レブレは 「根本的ペ
シミズムの人間像に対 しては正 しい批判を告知すべき」 と述べる一方で 「人間の……悪魔的本


























(5)罰は、双方 に とって、一種 の浄化 なのである。双方 の関係 は、罰 によって 「整 え られ
る」のであ る。
以上の視点を貫 くのは、「規則一違反 一罰 一秩序の回復」という連関である8)。確かに(4)
で言うように、罰は一応有罪者に痛みを与えることと規則への違反の連関についての意識を前
提とするのであり、そうした文脈を踏まえてなら、(3)の 「罰 とは、痛みを与えること」 と
いう表現も曲解されずに済む。 しか し、そうは言っても、デュルケームの警告をここで想起す










4.罰 の ヴ ァ リ エ ー シ ョ ン
次に レブ レに よる と内的意 味、意味 づけ、 目的設定 とい う点 か らみ て、罰 には4つ の ヴァリ
エー シ ョソがあ る。







有罪者は価値秩序に屈伏 し、傷つけられた価値秩序が回復 し、その権威を取 り戻す。また、そ
れ と同時に、有罪者はこの罰を受け入れることにより、彼 自身が自らの 「倫理的人格が、より












「苦痛へのおそれ」 と 「罰で与えられる苦痛それ自体」が大 きくなればなるほど、威嚇 として












赦 し、罰せられる人が自分の敵意を取 り去 り、その愛情による行為を取 り戻すための前提であ
る。」倫理的覚醒 としての罰は、罰せ られる人(傷 つける人)の 倫理的回復 ということだけで
2ユ8
はな く、シ ェー ラーの言 うところのr傷 つけ る人 と傷つけ られ る人 との問の倫理的関係の可能
性』 の回復 の前提 ともな る1叱
この ように、 レブ レは、罰の 目的、 も しくは、意味について4つ のヴ ァ リエーシ ョン を呈示
した。お も しろい こ とに、ハ ンス ・ネ ッツ ァー(HansNetzer)も同様 の4つ のヴ ァリエーシ
ョンを記 してい る醜 ネ ッツ ァーが挙げて いるヴ ァリエーシ ョン とは、報復 、社 会の防衛、償




H.ノー ルの論文 「罰の意味」(1926)を参考にしながら、「罰は絶えずただ一つの側面か ら規定
された り、汲み尽 くされた りはできない 『多次元的全体』なのである」 という命題を呈示する。
加えて、レブレは言う。「罰は多次元なだけではなく、緊張に富んだ形成物である。」罰 という




領域における恐怖 と不安を増大させる」 と指摘 した後に、ノールの言葉をつけ加える。『洗練
された罰は、洗練された人間から生ずるだけでな く、洗練された人間をもつ くる。罰の粗暴化
は常に国民の粗暴化をもたらし、罰でもって人間における最下層を頼 りにする人間が最下層を















y・うのも、教育 とは、子どもを感性的 ・衝動的な反応から次第にその行為の精神 ・倫理的動機
づけへと導 くことだからである。
しかし、そうは言っても 「感性的 ・衝動的なものは、そこからは じめて道徳的方向づけが形
成され、価値感覚、正義観、倫理的秩序、そして、すべての高次な刺激が成長するところの母
体である。」従 って、発達論的にみるならば、罰における感性的な側面 を、全 く無視 してはか
かれないのである。そもそも、善 ・悪の発達は、快 ・不快の経験からのみ発達する。 より正確
に言えば、小さな子 どものふるまいに対する環境世界の肯定的 ・否定的な反作用の経験からで




り、不快が悪だからである。 しか し、やがてそうした反作用が明確な命令 と禁止を伴って繰 り
返 し印象づけられると、子 どもの内にだんだん倫理的意識(例 えば、『不快だか ら悪い』 とい
うのではな く、『悪いから不快だ』 という認識)が 発達 しうるのである。外的権威が命令 と禁
止を定立 した り、賞 ・罰を定立することによって、道徳的方向づけの形成が行われる13)。こう
したレブレの説明は、N.J.ブルの道徳性の発達理論を思い起こさせる14も
善→賞→快 と悪→罰→不快 という倫理的意識の発達に対応して、 レブレが持ち出してくるの
が、シュトルベルペーター物語や童話における賞 ・罰、つまり、賞 ・罰 として理解される幸福
(喜び)・不幸(悲 しみ)の 話である。「子 どもが 『シュ トルベルペーター』において、繰 り
返 し『行儀がよくて従順であること一(報 償 としての)幸福』と 『不従順で悪いこと一(罰
としての)不 幸』との連関の徹底的な表明を要求し、そして、まさに道徳主義者 としてふるま
うということ、このことは基本的な倫理的方向づけがとても発達 し、その新たな確認が求めら
れることと連関 している。 この連関が保たれるとき、はじめて、世界はr正 常』なのである。














・罰においては、直接的に感性的な ものが 目指され、子 どもが感性的動機づけから倫理的動機
づけに前進する代わりに、まさに感性的動機づけに保持されるという危険がある。つまり、子
どもが、行為に際 してほめ られるため、 もしくは、罰を避けるために、状況によって、報酬、
もしくは、非難をr盗み見る』のである。従って、賞 ・罰により達成されるべきものは、事情
によっては賞 ・罰によって妨げられる。大人の必然的な 『即事的』立場を築 く代わ りに、賞 ・







「殴打」の場合、子 どもが罰 として殴 られる時、そこでは、痛みに対する子どもの感受性が
前提 とされている。子 どもは、 自分の悪い行為が自分に痛みをもた らす ということを感 じ、そ
して、それが、反省 し自分の態度を変えるきっかけ となるはずなのだが、 しか し、直接的出発
点は、子 どもが痛みを回避 しようと試みること、牽た、痛みをおそれることなのである。この




提 とされている。 しかし、子 どもは労働過重にうんざりせず、それを避けようとしないならば、
それはもはや罰 として作用できないことになる。
「はずかしめ」の場合、社会にある否定的評価に対する子 どもの感受性を前提 としているが、
他者の判断への依存の増大や、他人の意見への非 自立的顧慮な どが生 じて しまうこともあるし、










体罰は子 どもの劣等感を先鋭化させるだけではな く、子 ども自身に自分が大人にゆだねられ











オーバーラップさせる。「教育罰は愛か らの純粋な内的権威を前提 とする。」そうした例 として、
シュタンツでのペスタロッチーの教育実践を挙げている。「シュタンツ便 りの中で、ペスタロ
ッチ7は 特別の危険な しに罰することができたことについて語っている。なぜなら、彼は子 ど
もたちと真に一緒に生活 し、子どもたちは彼のあたたかい愛を直接感 じたに違いないからであ
る。」 このシュタンツでの教育実践には家庭的雰囲気が色濃 く出ている。
子 どもと教育者(大人)の 愛による内的結びつきは、一般的には学校 よりも家庭においての
方が強い。それ故、「家庭における罰は、教育的にみて一般的に、学校におけるよりも危険が
少ない」のであ り17)、この点については専 ら体罰に関 してだが、デュルケーム も同様な捉え方
を している18もそうであっても、学校は、その社会及び集団の大きさ故に強固な外的秩序が必









される必要がある。こうした考えに立ってレブレは言 う。「教育者が子 どもの 目を双方が結び
つけ られた諸要求に、つまり、双方を越えた 『第3の もの』(フレーベル)に 向けさせ、そ し
て、教育者全体の態度において、罰に際 しても、信頼に足るように表現する時、子 どもの人格






教育老にとって良心的な自省 とこの倫理的要求の意味 と正 しさ、妥当性 と必然性を自分自身で
問うことのきっかけである。秩序はそれがすでに秩序であることによってすでに善であるので
はなく、秩序は状況に応 じて問われな くてはならない。」人間は全能ではない。教育者のやる
ことが常に正 しいとは限 らない。常に教育者が正 しくて、子 どもが間違っているとは限 らない。
人間すべての内に悪魔的なものが潜んでいる。人間は努力とつまずきの間を揺れ動 く。教育者
も子 どもも、有限な人間ということでは同じである。それをわきまえて、教育者は、罰に関 し
て陥 りがちな、教育的態度からの逸脱に注意を払 う必要がある。その逸脱 とは7で述べた愛 と
即事性からの逸脱、つまり、「思いや りのなさ」 と 「人間的侮辱」である。一方において、教
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